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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの背面に配置されるバックライトとを備え、
　前記バックライトは、
　基台と、
　前記液晶表示パネルと前記基台の間に配置される複数の棒状光源と、
　これら各棒状光源の電極部を支持する電極金具と、
　前記電極金具を複数接続し且つ前記棒状光源の長手方向と鉛直方向に延在する接続部と
、
　前記電極部上をカバーする側壁板と、
　前記側壁板の前記電極側に形成された複数の押圧部材と、
　前記接続部と押圧部材との間に配置された摩擦音低減材とを備え、
　前記側壁板は、前記基台の面に対して鈍角の広がりをもって傾斜配置され、前記液晶表
示パネル側の面には光反射機能を有し、
　前記押圧部材は、前記摩擦音低減材を介して前記接続部を押圧することを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項２】
　前記摩擦音低減材は、前記接続部の延在方向に沿って配置された帯状形状であることを
特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
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　前記摩擦音低減材は、不織布あるいはゴムで構成されていることを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記基台と前記接続部間に、前記接続部と前記電極金具が載置される電極支持台が配置
されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記電極支持台と前記側壁板は、螺子によって前記基台に固定されることを特徴とする
請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記基台側の前記押圧部材に対向する位置に、溝が形成されていることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記電極金具は、平行して延在する一対の前記接続部の間に形成され、且つ複数に分割
形成されていることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記電極金具及び前記接続部は、導電性部材によって形成されることを特徴とする請求
項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの背面に配置されるバックライトとを備えた液
晶パネルモジュールであって、
　前記バックライトは、
　矩形状を有する基台と、
　前記液晶表示パネルと前記基台の間に配置される複数の棒状光源の電極部を支持する電
極金具と、
　前記電極金具を複数接続し且つ前記基台の短辺側に沿って延在する接続部と、
　前記電極部上をカバーする側壁板と、
　前記側壁板の前記電極側に形成された複数の押圧部材と、
　前記接続部と押圧部材との間に配置された摩擦音低減材とを備え、
　前記側壁板は、前記基台の面に対して鈍角の広がりをもって傾斜配置され、前記液晶表
示パネル側の面には光反射機能を有し、
　前記押圧部材は、前記摩擦音低減材を介して前記接続部を押圧する
　ことを特徴とする液晶パネルモジュール。
【請求項１０】
　前記摩擦音低減材は、前記接続部の延在方向に沿って配置された帯状形状であることを
特徴とする請求項９に記載の液晶パネルモジュール。
【請求項１１】
　前記摩擦音低減材は、不織布あるいはゴムで構成されていることを特徴とする請求項９
に記載の液晶パネルモジュール。
【請求項１２】
　前記基台と前記接続部間に、前記接続部と前記電極金具が載置される電極支持台が配置
されることを特徴とする請求項９に記載の液晶パネルモジュール。
【請求項１３】
　前記電極支持台と前記側壁板は、螺子によって前記基台に固定されることを特徴とする
請求項１２に記載の液晶パネルモジュール。
【請求項１４】
　前記基台側の前記押圧部材に対向する位置に、溝が形成されていることを特徴とする請
求項９に記載の液晶パネルモジュール。
【請求項１５】
　前記電極金具は、平行して延在する一対の前記接続部の間に形成され、且つ複数に分割
形成されていることを特徴とする請求項９に記載の液晶パネルモジュール。
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【請求項１６】
　前記電極金具及び前記接続部は、導電性部材によって形成されることを特徴とする請求
項９に記載の液晶パネルモジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に係り、いわゆる直下型のバックライトを備える液晶表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、その液晶表示パネルの大型化の傾向にともない、バックライトとして
面状光源の均一化が図れる直下型のものが使用されてきている。
【０００３】
　このようなバックライトは、光反射機能を有する基台の前記液晶表示パネルに対向する
面内に、複数の蛍光管がその長手方向と直交する方向に並設されている。これら各蛍光管
はその両端の電極の部分で電極金具によって挟持されており、電極金具は前記基台の両端
に配置される。
　そして、電極金具は、前記蛍光管の並設方向に延在する帯状の導電材からなる電極支持
材上に複数形成される。すなわち、電極支持材は複数の蛍光管を挟持する機能を有する。
　このため、バックライト内の複数の蛍光管は、基台の両端の電極支持材及び電極金具に
より、並列接続となるように構成される。
　このようなバックライトを備える液晶表示装置はたとえば下記特許文献１に開示がなさ
れている。
【特許文献１】特開２００５－３４７２５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、このように構成された液晶表示装置において、前記電極支持材は比較的長い帯
状の導電材からなるため、蛍光管からの熱による膨張度合いが大きくなり、仮に該電極支
持材を基台側に強固に固定した場合、それらの固定部の間の電極支持材に撓みが発生し易
くなる。
【０００５】
　このため、前記電極支持材において熱膨張による伸張がなされるように、該電極支持材
の基台側に対する固定を比較的緩やかにするとともに、前記基台と別個に形成される他の
部材によって該電極支持材を基板側へ押圧させる構成とする試みがなされている。
【０００６】
　しかし、このように構成した場合、電極支持材と前記他の部材との接触を回避できない
ことから、前記電極支持材において熱膨張による伸張がなされた場合に、前記他の部材と
の間にきしみ音が発生するという不都合が発生する。
【０００７】
　本発明の目的は、きしみ音の発生を低減させた液晶表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　 本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、以下
のとおりである。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置は、たとえば、液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの背面に
配置されるバックライトとを備え、前記バックライトは、基台と、前記液晶表示パネルと
前記基台の間に配置される複数の棒状光源と、これら各棒状光源の電極部を支持する電極
金具と、前記電極金具を複数接続し且つ前記棒状光源の長手方向と鉛直方向に延在する接
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続部と、前記電極部上をカバーする側壁板と、前記側壁板の前記電極側に形成された複数
の押圧部材と、前記接続部と押圧部材との間に配置された摩擦音低減材とを備え、前記側
壁板は、前記基台の面に対して鈍角の広がりをもって傾斜配置され、前記液晶表示パネル
側の面には光反射機能を有し、前記押圧部材は、前記摩擦音低減材を介して前記接続部を
押圧することを特徴とする。
【００１０】
　また更には、液晶表示パネルと、この液晶表示パネルの背面に配置されるバックライト
とを備えた液晶パネルモジュールであって、前記バックライトは、矩形状を有する基台と
、前記液晶表示パネルと前記基台の間に配置される複数の棒状光源の電極部を支持する電
極金具と、
前記電極金具を複数接続し且つ前記基台の短辺側に沿って延在する接続部と、前記電極部
上をカバーする側壁板と、前記側壁板の前記電極側に形成された複数の押圧部材と、前記
接続部と押圧部材との間に配置された摩擦音低減材とを備え、前記側壁板は、前記基台の
面に対して鈍角の広がりをもって傾斜配置され、前記液晶表示パネル側の面には光反射機
能を有し、前記押圧部材は、前記摩擦音低減材を介して前記接続部を押圧することを特徴
とする。
　なお、本発明は以上の構成に限定されず、本発明の技術思想を逸脱しない範囲で種々の
変更が可能である。
【発明の効果】
【００１１】
　このように構成された液晶表示装置によれば、きしみ音の発生を低減させることができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明による液晶表示装置の実施例を図面を用いて説明をする。
【００１３】
　図２は、本発明による液晶表示装置の一実施例を示す概略構成図である。
【００１４】
　まず、観察者側から、液晶表示パネルＰＮＬ、光学シートＯＳ、およびバックライトＢ
Ｌが順次配置されている。
【００１５】
　液晶表示パネルＰＮＬは、一対の平行配置されたたとえばガラスからなる基板ＳＵＢ１
、ＳＵＢ２を外囲器とし、これら各基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の間に液晶が介在されて構成
されている。
【００１６】
　前記基板ＳＵＢ１、ＳＵＢ２の液晶側の面には、マトリックス状に配置された画素（図
示せず）が前記液晶を一構成要素として形成され、これら各画素毎に当該液晶の光透過率
を制御できるようになっている。
【００１７】
　そして、これら各画素が形成された領域を液晶表示領域ＡＲ（図中一点鎖線枠で囲まれ
た領域）とし、後述のバックライトＢＬからの光を該液晶表示領域ＡＲの全域にわたって
照射し、各画素を透過する光を通して観察者に映像を認識させるようになっている。
【００１８】
　なお、観察者側に対して後方に配置された基板ＳＵＢ１は基板ＳＵＢ２よりも面積が大
きく形成され、前記基板ＳＵＢ２から露出された基板ＳＵＢ１の周辺には、各画素を独立
に駆動させるための回路からなる半導体装置ＳＣＤが搭載されている。
【００１９】
　そして、液晶表示パネルＰＮＬの背面には、たとえば拡散シート、プリズムシート、あ
るいはこれらの積層体からなる光学シートＯＳを介してバックライトＢＬが配置されてい
る。光学シートＯＳは、バックライトＢＬからの光を拡散させたり、あるいは集光させた
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りして液晶表示パネルＰＮＬ側へ導くようになっている。
【００２０】
　バックライトＢＬは、いわゆる直下型と称されるもので、液晶表示パネルＰＮＬと平行
な平面内に並設される複数のたとえば外部電極蛍光管ＥＦＬと、これら外部電極蛍光管Ｅ
ＦＬを支持するとともに、該外部電極蛍光管ＥＦＬからの光を該液晶表示パネルＰＮＬ側
へ導かせる反射面を備える基台ＢＳとから構成されている。前記基台ＢＳは、その４辺部
に側壁板ＢＷおよび側壁板ＢＷｈを備え、この側壁板ＢＷおよび側壁板ＢＷｈとともに箱
体を構成している。前記各外部電極蛍光管ＥＦＬは、たとえば、その長手方向が図中ｘ方
向に向けられ、図中ｙ方向に並設されて配置されている。なお、このバックライトＢＬの
構成については後に詳述する。
【００２１】
　また、これら液晶表示パネルＰＮＬ、光学シートＯＳ、およびバックライトＢＬは、フ
レームＦＲ内に収納され、モジュール化された液晶表示装置として構成されるようになっ
ている。図３は、モジュール化された液晶表示装置の断面図を示し、図２のIII－III線に
相当する個所の断面を示している。フレームＦＲは、観察者側において、液晶表示パネル
ＰＮＬの液晶表示領域ＡＲを露出させる開口ＯＰが形成され、液晶表示パネルＰＮＬ、光
学シートＯＳ、およびバックライトＢＬを精度よく位置決めさせて収納している。
【００２２】
　図４（ａ）は前記バックライトＢＬのみを示した平面図で、図４（ｂ）は図４（ａ）の
ｂ－ｂ線における断面図である。
【００２３】
　図４において、前記側壁板ＢＷおよび側壁板ＢＷｈは前記底板ＢＢの面に対して鈍角の
広がりをもって傾斜配置されている。
【００２４】
　そして、前記基台ＢＳと各側壁板ＢＷおよび側壁板ＢＷｈは、液晶表示パネルＰＮＬ側
の面が光反射機能を有するように処理され、前記外部電極蛍光管ＥＦＬからの光のうち液
晶表示パネルＰＮＬへの方向以外の他の方向へ照射された光は、前記基台ＢＳや側壁板Ｂ
Ｗおよび側壁板ＢＷｈに反射されて前記液晶表示パネルＰＮＬへ指向されるようになって
いる。
【００２５】
　各外部電極蛍光管ＥＦＬは、それぞれの両端に電極ＴＭを有し、この電極ＴＭは、図中
ｘ方向に対向して配置される側壁板ＢＷｈに形成された各開孔ＨＬを通して該側壁板ＢＷ
ｈの下方に位置づけられている。
【００２６】
　各外部電極蛍光管ＥＦＬの各電極ＴＭは、前記側壁板ＢＷｈの下方において、基台ＢＳ
に取り付けられた電極金具ＴＭＦに挟持（係合）されている。これにより、各外部電極蛍
光管ＥＦＬは前記電極金具ＴＭＦによって基台ＢＳに支持され、また、該電極金具ＴＭＦ
を通して電源が供給されるようになっている。
【００２７】
　前記電極金具ＴＭＦは、各外部電極蛍光管ＥＦＬの両端側にそれぞれ配置される電極支
持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２上に形成されている。図５は前記電極支持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２
を示した平面図である。
【００２８】
　図５において、一方の電極支持材ＴＭＳ１は前記外部電極蛍光管ＥＦＬ（図中点線で示
す）が配置される領域の図中左側に配置され、他方の電極支持材ＴＭＳ２は前記領域の図
中右側に配置され、それぞれｙ方向に延在する形状をなしている。
【００２９】
　すなわち、電極支持材ＴＭＳ１は各外部電極蛍光管ＥＦＬの図中左側端の電極ＴＭの部
分を共通に支持し、電極支持材ＴＭＳ２は各外部電極蛍光管ＥＦＬの図中右側端の電極Ｔ
Ｍの部分を共通に支持するように構成されている。
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【００３０】

　電極支持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２は、それぞれ、平行に延在する一対の接続部ＪＣの間に
、これら接続部ＪＣと交差する方向に並設される複数の電極金具ＴＭＦからなる電極金具
群が、前記接続部ＪＣの延在方向に並設されて支持された構成となっている。また、電極
支持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２は、全て導電性部材から形成される。

　さらに、電極支持材ＴＭＳ１において、各電極金具ＴＭＦは、各外部電極蛍光管ＥＦＬ
の図中左側の電極ＴＭの長手方向に沿って３分割して配置され、分割された各電極金具Ｔ
ＭＦがそれぞれ前記電極ＴＭを挟持することによって、該各外部電極蛍光管ＥＦＬの左側
を支持するように構成されている。同様に、電極支持材ＴＭＳ２において、各電極金具Ｔ
ＭＦは、各外部電極蛍光管ＥＦＬの図中右側の電極ＴＭの長さ方向に沿って３分割して配
置され、分割された各電極金具ＴＭＦがそれぞれ前記電極ＴＭを挟持することによって、
該各外部電極蛍光管ＥＦＬの右側を支持するように構成されている。電極金具ＴＭＦを３
分割している理由は、少なくとも一の電極金具ＴＭＦによる電気的接触が不十分な場合に
おいて他の残りの電極金具ＴＭＦによって確保するためである。
【００３１】
　そして、これら電極支持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２はたとえば板材のプレス加工によって成
形されるようになっている。
【００３２】
　図６（ａ）は、図５の点線枠Ａの部分を抜き出して描いた拡大図である。図６（ａ）に
おいて、電極支持材ＴＭＳ１は、並設される３個の電極金具ＴＭＦを共通に固定する基部
ＢＰと、この基部ＢＰの両端に接続する左側接続部ＪＣ（Ｌ）と右側接続部ＪＣ（Ｒ）と
を有し、これら複数の基部ＢＰと各接続部ＪＣ（Ｌ）、ＪＣ（Ｒ）は、平面的に観た場合
、梯子状のパターンをなして形成されている。各接続部ＪＣ（Ｌ）、ＪＣ（Ｒ）上には、
後述する不織布ＣＬＴが載置されている。なお、図５では前記不織布ＣＬＴの描画を割愛
している。
【００３３】
　また、図６（ｂ）は、前記電極金具ＴＭＦを示した図で、図６（ａ）のｂ－ｂ線におけ
る断面図を示している。
【００３４】
　電極金具ＴＭＦは、外部電極蛍光管ＥＦＬを両脇から挟持するための一対の相対向する
舌片を備えた二股構造として構成されている。すなわち、前記電極支持材ＴＭＳ１の基部
ＢＰに対し、その両脇からたとえば鉛直方向に屈曲された一対の支持部ＳＰを備え、これ
ら各支持部ＳＰは、前記外部電極蛍光管ＥＦＬの周側面を押圧する円弧部を備えている。
【００３５】
　また、前記電極金具ＴＭＦは導入部ＩＮを備え、この導入部ＩＮによって、外部電極蛍
光管ＥＦＬを電極金具ＴＭＦに導く際にその便を図っている。
【００３６】
　なお、図６（ｂ）に示す点線丸は、外部電極蛍光管ＥＦＬの周側面を示している。
【００３７】
　図６（ａ）に戻り、電極支持材ＴＭＳ１の左側接続部ＪＣ（Ｌ）には、前記基部ＢＰの
延在方向（図中ｘ方向）に交差する部分において突起部ＳＴが植設されている。この突起
部ＳＴは、外部電極蛍光管ＥＦＬがその長手方向（ｘ方向）へ移動するのを規制するよう
になっている。
【００３８】
　なお、この電極支持材ＴＭＳ１と対になる前記電極支持材ＴＭＳ２においても、図中の
左右の関係は逆となるが同様の構成となっている。
【００３９】
　ここで、前記電極支持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２は、その接続部ＪＣの延在方向において、
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前記側壁板ＢＷｈの裏面に形成された後述するリブＲＢによって基台ＢＳ側に押圧される
。これにより、該電極支持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２の基台ＢＳへの固定を補償している。
【００４０】
　図７は、外部電極蛍光管ＥＦＬの管軸方向から電極金具ＴＭＦを観た場合の図で、側壁
板ＢＷｈの裏面側（液晶表示パネルＰＮＬと反対側の面側）に一体に形成された前記リブ
ＲＢによって、電極支持材ＴＭＳ（特に接続部ＪＣの部分）が基台ＢＳ側に押圧されてい
る状態を示している。すなわち、前記リブＲＢは前記電極支持材ＴＭＳを基台ＢＳ側に押
圧させる押圧部材として機能するようになっている。
【００４１】
　この場合、基台ＢＳの前記リブＲＢと対向する部分には溝部ＧＴが形成されている。前
記リブＲＢによる前記電極支持材ＴＭＳの基台ＢＳへの押圧の信頼性を向上させるためで
ある。しかし、この溝部ＧＴは必ずしも形成されていなくてもよい。
【００４２】
　ここで、この実施例の場合、前記リブＲＢが電極支持材ＴＭＳ（特に接続部ＪＣの部分
）に直接に接触するのを回避するため、該電極支持材ＴＭＳの接続部ＪＣ上に不織布ＣＬ
Ｔを載置し、前記リブＲＢは該不織布ＣＬＴに接触するように構成されている。すなわち
、前記リブＲＢによる前記電極支持材ＴＭＳの基台ＢＳへの押圧はたとえば不織布ＣＬＴ
を介してなされるようになっている。
【００４３】
　前記電極支持材ＴＭＳが熱膨張した場合など、該電極支持材ＴＭＳと前記リブＲＢが動
いてしまう状況になった場合、電極支持材ＴＭＳ（特に接続部ＪＣの部分）に前記リブＲ
Ｂが直接に接触していると、前記接続部ＪＣとリブＲＢとの間に生じる摩擦音がきしみ音
として発生することになる。このため、前記不織布ＣＬＴは前記接続部ＪＣとリブＲＢと
の間に生じる摩擦音を低減させるように機能し、前記電極支持材ＴＭＳの熱膨張によるき
しみ音の発生を回避できるようになる。
【００４４】
　図１は、図５に対応した図であり、電極支持材ＴＭＳ１、ＴＭＳ２のそれぞれの接続部
ＪＣの上方に、該接続部ＪＣの延在方向に沿って、帯状の不織布ＣＬＴが載置されている
ことを示している。なお、図１において、側壁板ＢＷｈ（図示せず）に一体に形成された
リブＲＢの配置位置を点線枠で示している。
【００４５】
　前記リブＲＢによって、前述のように、前記不織布ＣＬＴを介して前記電極支持材ＴＭ
Ｓ（特に接続部ＪＣの部分）を基台ＢＳ側に押圧するようになっている。
【００４６】
　このような前記リブＲＢによる電極支持材ＴＭＳ（特に接続部ＪＣの部分）の基台ＢＳ
への押圧は、後述のように前記側壁板ＢＷｈの基台ＢＳへの固定（あるいは仮固定）によ
って行われるようになっている。
【００４７】
　図１に示すように、前記リブＲＢは、たとえば、電極支持材ＴＭＳの電極金具ＴＭＦを
間にして該電極金具ＴＭＦと交互に配置できるように、図中ｙ方向に並設されて設けられ
ている。
【００４８】
　上述した実施例では、その説明の便宜上、前記電極支持材ＴＭＳを基台ＢＳに直接取り
付けるようにして説明したものである。
【００４９】
　しかし、前記電極支持材ＴＭＳは、図８（ａ）に示すように、前記基台ＢＳとは別個の
部材として構成される電極支持台ＴＭＴに前記電極支持材ＴＭＳが取り付けられて構成さ
れていても良い。
【００５０】
　ここで、前記リブＲＢを備える前記側壁板ＢＷｈは前記電極支持台ＴＭＴに嵌め合わせ
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ることができるようになっており、この嵌め合わせてモジュール化した電極支持台ＴＭＴ
と側壁板ＢＷｈを前記基台ＢＳにたとえば螺子を用いて固定するようになっている。
【００５１】
　すなわち、図８（ｂ）は前記側壁板ＢＷｈを示した斜視図であり、前記リブＲＢが形成
された面側から観た状態を示している。該側壁板ＢＷｈは、図８（ｂ）に示す状態から表
裏を逆にし、さらに左右を逆にして、図８（ａ）に示す電極支持台ＴＭＦに被せるように
して、該電極支持台ＴＭＴに嵌め合わせるようになっている。
【００５２】
　なお、この嵌め合わせた状態において、前記電極支持材ＴＭＳは、不織布ＣＬＴを介し
て前記側壁板ＢＷｈのリブＲＢによって、電極支持台ＴＭＴ側に押圧されることになる。
【００５３】
　また、前記電極支持台ＴＭＴにはその長手方向に並設された螺子孔ＳＣＨが形成され、
また、前記側壁板ＢＷｈにも前記螺子孔ＳＣＨと対応する螺子孔ＳＣＨ’が形成される。
これら螺子孔ＳＣＨ、ＳＣＨ’は、該電極支持台ＴＭＴに前記側壁板ＢＷｈが嵌め合わさ
れた際には、その中心軸が一致するようになっている。そして、電極支持台ＴＭＴと側壁
板ＢＷｈはそれらの螺子孔ＳＣＨ、ＳＣＨ’を通して基台ＢＳに螺入される螺子（図示せ
ず）によって該基台ＢＳに固定されるようになっている。
【００５４】
　図９は、フレームＦＲと液晶表示パネルＰＮＬが組み合わされモジュール化された液晶
表示装置を外部電極蛍光管ＥＦＬと平行な垂直面で切断した断面を示す図である。図９で
は、側壁板ＢＷｈに形成されたリブＲＢが、不織布ＣＬＴを介して接続部ＪＣを押圧して
いる状態が示されている。
【００５５】
　上述した実施例では、電極支持材ＴＭＳは電極支持台ＴＭＴに取り付けられた構成とし
て説明したものであるが、他の実施例として、該電極支持材ＴＭＳを基台ＢＳに直接取り
付けるようにしてもよいことはもちろんである。
【００５６】
　また、上述した実施例では、電極支持材ＴＭＳと側壁板ＢＷｈのリブＲＢとの間の摩擦
音低減材として、不織布ＣＬＴを介在させたものである。しかし、この不織布ＣＬＴは電
極支持材ＴＭＳとリブＲＢの間に発生するきしみ音を低減させる機能を有するものである
ことから、該不織布ＣＬＴに限定されることはなく、たとえばゴム等の材料を使用しても
よいことはもちろんである。
【００５７】
　また、この摩擦音低減材としては、フッ素系樹脂フィルム、表面にフッ素化処理を施し
たフィルムまたはポリアセタール樹脂フィルム、ポリエチレンフィルムまたはシリコンコ
ーティングフィルムの何れであってもよい。
【００５８】
　また、上述した実施例では、摩擦音低減材であるたとえば不織布ＣＬＴを図１０（ａ）
に示すように、電極支持材ＴＭＳの接続部ＪＣと側壁板ＢＷのリブＲＢとの間に配置した
ものである。しかし、図１０（ｂ）に示すように、該不織布ＣＬＴを電極支持材ＴＭＳの
接続部ＪＣと基台ＢＳ側の間に配置するようにしてもよい。前記接続部ＪＣと基台ＢＳ側
との間に発生するきしみ音の発生を低減できるからである。このため、図１０（ｃ）に示
すように、該不織布ＣＬＴを、接続部ＪＣとリブＲＢとの間、および接続部ＪＣと基台Ｂ
Ｓ側の間のそれぞれにも配置するようにしてもよい。ここで、基台ＢＳ側としたのは、前
記電極支持材ＴＭＳを電極支持台ＴＭＴ上に配置させた場合には、該不織布ＣＬＴは前記
電極支持材ＴＭＳの接続部ＪＣと電極支持台ＴＭＴとの間に配置させることになるからで
ある。
【００５９】
　また、上述した実施例では、電極支持材ＴＭＳを押圧させるための押圧部材は側壁板Ｂ
Ｗｈに形成されたリブＲＢとしている。しかし、必ずしも前記側壁板ＢＷに限定されるこ
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【００６０】
　さらに、上述した実施例では、バックライトＢＬの光源として外部電極蛍光管ＥＦＬを
用いている。しかし、これに限定されることはなく、同様の形状をなす棒状光源であって
もよいことはもちろんである。
【００６１】
　上述した各実施例はそれぞれ単独に、あるいは組み合わせて用いても良い。それぞれの
実施例での効果を単独であるいは相乗して奏することができるからである。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す要部構成図で、外部電極蛍光管をそ
の電極部で支持する電極金具を備える電極支持材と、この電極支持材の接続部の上方に載
置する不織布を説明する図である。
【図２】本発明による液晶表示装置の一実施例を示す概略構成図である。
【図３】モジュール化された液晶表示装置の断面を示す図である。
【図４】本発明による液晶表示装置に備えられるバックライトの一実施例を示す構成図で
ある。
【図５】本発明による液晶表示装置において、外部電極蛍光管をその電極部で支持する電
極金具を備える電極支持材の一実施例を示す平面図である。
【図６】前記電極支持材の拡大図と電極金具の断面図を示した図である。
【図７】側壁板のリブによって電極支持材を不織布を介して基台側に押圧させた状態を示
した説明図である。
【図８】電極支持材を搭載させた電極支持台と、リブが形成された側壁板を示した斜視図
である。
【図９】モジュール化された液晶表示装置を外部電極蛍光管と平行な垂直面で切断した断
面図である。
【図１０】本発明による液晶表示装置の他の実施例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００６３】
ＴＭＳ……電極支持材、ＴＭＦ……電極金具、ＪＣ……接続部、ＥＦＬ……外部電極蛍光
管、ＰＮＬ……液晶表示パネル、ＳＵＢ……基板、ＳＣＤ……半導体装置、ＡＲ……液晶
表示領域、ＯＳ……光学シート、ＢＬ……バックライト、ＢＳ……基台、ＢＷ……側壁板
、ＲＢ……リブ（押圧部材）、ＦＲ……フレーム、ＣＬＴ……不織布。
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